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色中心の光化学反応や結晶のⅩ線着色などは強い温度依存性を示すゎそこで

一枚の結晶に温度勾配をつける ことに より種々の温度を実現 し､ これにより温

度に関して準連続的に処理後の色中心の濃度を測定する装置を試作した｡L又 こ

の装置を用いて.～160oc～+40oc間においてⅩ線着色によるF中心の生成の

温度依存性妄純粋なKCC結晶 ,r･%廿の哀鈍物 (S≠+,ー濯 ,Cが適 )を含む

ⅩC2結晶について測定したOその結果,不純物の種類によって特徴的な種々の

着色の温度依存性曲線が得 られたOそれによると.S汁,C釣 ま増感作用を示

めし､CdT廿は寧ろ抑制作局を示す ことがわかった｡又 P.V.旭 もchellの線

に沿って､上述の曲線を解析し､着色の温度依存性を定量的に説明した｡アル

カ リ土類 イオン不純物の増感作用に?いてHayesの稔樺があるoCが･SFLの

場合､ Hayes機構を裏付けるものとして.X線着色に於い七Modified

-qariZigの生成が互SRによ･り観 されて居るo 二の場合･ C計 のものにつしてて

観測軍れないのは溶解度の小 さいためであろ うと説明されて居 るが.当実験に

於けるCa+の挙動を考えると.蜜ろその性格に基醤するものと思われるっ

二工｡ 低温 ワイセンベルグカメラの製作

Ⅱ｡ rBH4_おCd12rSO4_おの強誘電的相転移のⅩ線的研究

山 口 泰 男

Ⅰ.低温億域での､結晶構造を研究するためのⅩ線カメラで､多少複雑なものの

構造解析を行うことを目的とするO温度は液体-ilクム温度まで下げることがで
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修士論文で何がなされているか

きる｡ この装置の特徴は

1.単結晶のデータが得られるO

(縦型 ワイセンベルグカメラである)

2.結晶.の回転振動は. クライオスタッ ト全体で行う｡

3.倍温度でも結晶の方位調整可能｡

4.写真法を用いるO

5.温度利和ができる｡

等である｡ 塩化 ナ トリウム単結晶を用いて予備実験を行った｡

II. (NH4)2Cd2(SO4〕3は Tc- 89oX 以下で､強誘電性を示す｡その転移機

構を知るために二転移点での構造の変化を､ I.EC.葡告した低温 ワイセンベル

グカメラを用いて換べた0

㌔ 以上では

格 子 定 数

単位胞中の

構 造

a- 10.350Å (室温)

(NH4)2Cd2(SO4)3の数

Z - 4

LaLngbeirliもe構造

であることを.単結晶のデータをとって確かめた

㌔以下では ･.

空 間 群

格子定数

P21(monoclimio)

a幸 b≒ C≒ 10.26士0.01Å
β - 90007′ (55oX)

Z= 4

であることが判ったが･Tc以下の構造は･ 目下研究中であるo
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